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神
が
人
と
な
る

「
言
は
肉
と
な
っ
て
、
わ
た

し
た
ち
の
間
に
宿
ら
れ
た
。」

（
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
１
章

14
節
）

ク
リ
ス
マ
ス
は
、
神
が
そ
の

ひ
と
り
子
で
あ
る
イ
エ
ス
を
人

と
し
て
こ
の
世
に
お
遣
わ
し
に

な
り
、
わ
た
し
た
ち
と
一
緒
に

歩
み
、
共
に
い
て
く
だ
さ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
神
が
ど
れ
ほ
ど

深
く
人
々
を
愛
し
、
苦
し
み
悩

む
人
々
を
お
救
い
に
な
ろ
う
と

さ
れ
て
い
る
か
を
語
り
か
け
る

出
来
事
で
す
。

け
れ
ど
も
、
こ
の
出
来
事
は

ほ
ん
の
一
握
り
の
人
だ
け
し
か

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は

あ
ま
り
に
も
小
さ
な
、
取
る
に

足
り
な
い
、
誰
も
が
気
付
く
こ

と
の
な
い
よ
う
な
場
末
の
出
来

事
だ
っ
た
の
で
す
。

神
の
愛
の
働
き
が
世
間
で
い

う
常
識
の
目
で
は
と
て
も
見
え

な
い
、
隠
れ
た
形
に
お
い
て
現

わ
さ
れ
た
の
で
す
。「
言
は
肉

と
な
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
の
間

に
宿
ら
れ
た
」
と
は
、
人
間
社

会
の
狭
間
に
隠
れ
る
よ
う
に
、

し
か
し
そ
っ
と
寄
り
添
う
よ
う

に
お
い
で
に
な
っ
た
イ
エ
ス
の

こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。

旅
の
途
上
、
泊
ま
る
場
所
も

な
い
中
、
や
っ
と
探
し
当
て
た

夜
露
を
し
の
げ
る
ほ
ど
の
家
畜

小
屋
で
、
マ
リ
ア
と
ヨ
セ
フ
、

そ
し
て
家
畜
た
ち
に
見
守
ら
れ

な
が
ら
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
の

が
、救
い
主
み
子
イ
エ
ス
で
し
た
。

天
使
が
告
げ
る
こ
の
喜
び
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
ま
ず
最
初
に

野
宿
し
な
が
ら
羊
の
群
れ
の
番

を
し
て
い
た
貧
し
く
、
差
別
社

会
の
中
で
差
別
さ
れ
、
弱
い
立

場
で
じ
っ
と
生
き
抜
い
て
き
た

羊
飼
い
た
ち
に
、
そ
し
て
、
救

い
か
ら
は
遠
い
と
さ
れ
て
い
た

異
邦
人
で
あ
る
東
方
の
占
星
術

の
学
者
た
ち
に
も
告
げ
知
ら
さ

れ
ま
し
た
。

人
間
社
会
の
狭
間
で
何
と
か

生
き
抜
い
て
き
た
人
々
に
告
げ

知
ら
さ
れ
た
、
糞
尿
の
臭
気
漂

う
家
畜
小
屋
で
の
救
い
主
誕
生

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
人
間
社
会

の
常
識
を
越
え
た
出
来
事
と
し

て
受
け
入
れ
ら
れ
、
彼
ら
を
新

た
な
生
き
方
へ
と
立
ち
上
が
ら

せ
ま
し
た
。
家
畜
小
屋
で
の
救

い
主
の
誕
生
は
、
最
も
小
さ
く
、

弱
く
、
苦
し
い
立
場
に
生
き
る

人
々
と
一
緒
に
歩
み
、
共
に
生

き
る
神
の
愛
の
姿
に
他
な
ら
な

い
の
で
す
。

喜
び
を
喜
び
と
し
て
素
直
に

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
よ
う
な
厳

し
い
状
況
の
中
で
、
ク
リ
ス
マ

ス
の
出
来
事
が
起
こ
っ
た
こ
と

に
思
い
を
馳
せ
た
い
の
で
す
。

神
の
愛
の
働
き
は
、
人
間
の
思

い
を
は
る
か
に
越
え
た
正
に
想

定
外
の
も
の
で
し
た
。
人
間
が

神
に
な
る
、
あ
る
い
は
人
間
が

神
に
な
り
た
い
と
い
う
願
望
は

よ
く
聞
く
こ
と
で
す
が
、
神
が

人
間
と
な
る
と
い
う
こ
と
は
人

間
に
は
遠
く
思
い
も
及
ば
ぬ
こ

と
で
す
。
ど
う
し
て
、
そ
の
よ

う
な
貧
乏
く
じ
を
引
く
よ
う
な

こ
と
を
神
は
な
さ
る
の
だ
ろ
う

か
？　

神
の
愛
と
は
こ
の
よ
う

な
問
い
を
持
つ
人
間
に
と
っ
て

は
不
可
解
な
も
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

ク
リ
ス
マ
ス
の
出
来
事
は
わ

た
し
た
ち
に
こ
の
よ
う
な
問
い

か
け
を
し
て
き
ま
す
。
こ
の
問

い
の
前
で
、
２
回
目
の
ク
リ
ス

マ
ス
を
迎
え
る
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
と
そ
こ
に
住
む
人
々

を
想
い
ま
す
。
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本
日
こ
こ
に
大
阪
教
区
第
１
０

８
（
定
期
）
教
区
会
を
開
く
こ
と

が
で
き
、
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま

す
。東

日
本
大
震
災
か
ら
１
年
８
カ

月
を
経
、
今
な
お
深
い
心
の
痛
み
、

苦
し
み
、
悩
み
、
悲
し
み
、
そ
し

て
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
の
危
機
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
被
災
地
の
多
く

の
方
々
が
、
先
の
見
え
な
い
厳
し

い
現
実
の
中
で
、
２
度
目
の
冬
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
覚

え
て
、
主
の
慰
め
と
励
ま
し
を
共

に
祈
り
ま
し
ょ
う
。

日
本
聖
公
会
（
管
区
）

５
月
22
日
（
火
）
〜
24
日
（
木
）、

第
59
（
定
期
）
総
会
が
開
か
れ
、

新
た
な
方
向
性
を
指
し
示
す
も
の

と
し
て
、「
原
発
の
な
い
世
界
を

求
め
て
〜
原
子
力
発
電
に
対
す
る

日
本
聖
公
会
の
立
場
〜
」
と
「
日

本
聖
公
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
宣

言
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

今
総
会
で
は
沖
縄
教
区
主
教
選

挙
も
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
候
補
者

く
こ
と
が
模
索
さ
れ
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
っ
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
き
た
原
発
の
問
題
、
放
射

能
汚
染
の
問
題
な
ど
も
、
新
た
な

視
点
で
宣
教
を
捉
え
て
い
く
上
で

看
過
で
き
な
い
も
の
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
管
区
の
「
い

っ
し
ょ
に
歩
こ
う
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
働
き
は
、
全
聖
公
会
と
し

て
取
り
組
む
べ
き
宣
教
課
題
を
多

の
推
薦
が
な
く
、
こ
れ
に
対
す
る

法
規
の
定
め
も
前
例
も
な
い
た
め
、

選
挙
長
は
こ
れ
を
主
教
会
に
委
ね

ま
し
た
。

９
月
14
日
（
金
）
〜
17
日
（
月
）、

「
宣
教
協
議
会
」
が
浜
松
で
、
主

題
「
い
の
ち
、
尊
厳
限
り
な
い
も

の
」
〜
宣
教
す
る
共
同
体
の
あ
り

よ
う
を
求
め
て
〜
の
も
と
に
開
か

れ
ま
し
た
。
そ
の
目
的
に
は
、「
日

本
聖
公
会
の
現
状
と
課
題
を
分
か

ち
合
い
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
聖
公

会
の
宣
教
に
関
す
る
方
針
と
方
向

性
を
提
示
す
る
」
こ
と
〜
が
掲
げ

ら
れ
ま
し
た
。
激
変
す
る
世
界
の

状
況
下
に
あ
っ
て
、
主
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
愛
と
復
活

の
命
に
生
か
さ
れ
る
共
同
体
と
し

て
の
信
仰
に
立
ち
、
真
の
喜
び
の

福
音
を
宣
べ
伝
え
て
い
く
た
め
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り
上
げ
る
こ
と
、

教
会
が
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
て
い

る
宣
教
と
は
何
か
を
具
体
的
に
提

示
す
る
こ
と
、
そ
し
て
世
界
の
平

和
の
実
現
の
た
め
、
い
の
ち
を
尊

ぶ
た
め
の
働
き
に
、
教
会
が
具
体

的
な
行
動
に
よ
っ
て
関
わ
っ
て
い

く
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
今
後
、

教
区
間
協
働
を
前
進
的
か
つ
具
体

的
に
実
践
し
て
い
く
突
破
口
に
な

る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

宣
教
協
議
会
参
加
者
に
よ
る
日

本
聖
公
会
〈
宣
教
・
牧
会
の
10
年
〉

提
言
を
、
全
教
会
の
信
徒
の
皆
さ

ん
一
人
一
人
が
手
に
し
、
し
っ
か

り
読
み
、
話
し
合
い
、
そ
れ
を
受

け
て
教
会
ご
と
に
宣
教
課
題
を
具

体
化
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
阪
教
区

今
年
に
入
り
、
納
骨
堂
の
あ
る

教
会
（
20
教
会
す
べ
て
設
置
認
可

を
受
け
て
い
な
か
っ
た
）
は
す
べ

て
設
置
認
可
申
請
を
早
急
に
す
る

よ
う
に
と
の
行
政
指
導
を
受
け
、

そ
の
手
続
き
に
入
り
ま
し
た
。「
宗

教
法
人
日
本
聖
公
会
大
阪
教
区
規

則
」
の
変
更
が
必
要
な
教
会
も
あ

る
た
め
、
今
教
区
会
に
規
則
一
部

改
正
の
議
案
が
提
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た｢

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
日

常
生
活
の
破
綻
に
つ
な
が
る
不
当

な
言
動
）・
虐
待
な
ど
の
予
防
と

対
応
に
関
す
る
規
則
」
制
定
な
ら

び
に
「
大
阪
教
区
施
行
細
則
」
一

部
改
正
の
件
、
そ
し
て
２
０
１
３

年
度
の
教
区
一
般
会
計
予
算
案
が

議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
た
し
ま

す
。教

区
宣
教
協
議
会
を
管
区
の
宣

教
協
議
会
に
先
立
ち
、
７
月
15
日

（
日
）、
16
日
（
月
）
に
開
き
、
各

教
会
か
ら
約
80
人
が
参
加
、
そ
の

う
ち
呼
び
か
け
に
応
え
、
女
性
20

人
、
青
年
も
10
数
人
の
参
加
が
あ

り
、
希
望
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
全
参
加
者
の
30
％
に
は

及
び
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
教
区
会

の
議
員
・ 

代
議
員
54
人
の
う
ち

女
性
は
13
人
で
、
こ
れ
も
約
25
％

で
す
。
す
べ
て
の
会
合
に
お
い
て
、

い
つ
も
女
性
が
３
分
の
１
以
上
に

な
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。 

さ
て
、
教
区
宣
教
協
議
会
は
実

行
委
員
会
の
も
と
に
、
教
会
や
教

区
の
課
題
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
提
案
等
を
ま
と
め

て
い
く
準
備
を
進
め
ま
し
た
。
各

教
会
に
お
い
て
も
、
具
体
的
に
取

り
組
む
べ
き
課
題
の
優
先
順
位
を

決
め
、
協
議
会
後
に
そ
の
実
現
に

向
け
て
具
体
的
な
活
動
を
進
め
て

い
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

大
阪
教
区
は
来
年
２
０
１
３
年
、

教
区
成
立
90
周
年
を
迎
え
ま
す
。

90
周
年
実
行
委
員
会
も
動
き
出
し

て
お
り
ま
す
。
11
月
４
日
（
月
・

（
次
頁
に
つ
づ
く
）

大
阪
教
区 

第
１
０
８（
定
期
）教
区
会　

開
会
演
説

２
０
１
２
・
11
・
23
（
金
）
主
教
座
聖
堂（
川
口
基
督
教
会
）
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（
次
頁
最
下
段
に
つ
づ
く
）

文
化
の
日
振
替
休
日
） 

に
は
教
区

成
立
90
周
年
記
念
礼
拝
を
勝
山
の

プ
ー
ル
学
院
を
会
場
に
行
い
ま
す
。

午
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の

楽
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
な
ど
ぜ
ひ
実

行
委
員
会
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

１
月
か
ら
「
大
阪
教
区
成
立
90

周
年
記
念
特
祷
」
を
毎
主
日
の
第

２
特
祷
と
し
て
用
い
ま
す
。
90
周

年
を
契
機
に
１
０
０
年
に
向
け
て
、

た
と
え
小
さ
く
て
も
、
新
た
な
歩

み
が 

一
つ
で
も
二
つ
で
も
各
教

会
で
、
ま
た
隣
接
教
会
と
の
間
で
、

そ
し
て
教
区
で
、
更
に
京
都
教
区

と
の
間
で
始
め
ら
れ
る
こ
と
を
期

待
い
た
し
ま
す
。

来
年
度
、
人
権
セ
ミ
ナ
ー
を
田

宮
紘
執
事
の
指
導
の
も
と
で
、
釜

ケ
崎
現
場
研
修
と
し
て
、
ま
た
ハ

ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
の
学
び
を
、

邑
久
光
明
園
で
畑
野
研
太
郎
医
師

の
指
導
の
も
と
に
現
場
研
修
の
形

で
行
う
計
画
で
す
。

今
年
は
芦
屋
聖
マ
ル
コ
教
会
１

０
０
周
年
（
１
月
14
日
）、
庄
内

キ
リ
ス
ト
教
会
50
周
年
（
11
月
３

日
）
の
記
念
礼
拝
・
祝
賀
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

営
繕
関
係
で
は
、
築
20
年
に
な

る
教
区
館
・
主
教
館
の
外
装
塗
装

工
事
（
屋
根
と
壁
）
を
10
月
に
行

教
役
者
１
日
人
事
交
流
は
順
調

で
す
、
こ
れ
と
共
に
信
徒
の
交
流

も
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

教
会
奉
仕
者
の
た
め
の
学
び
は

第
Ⅲ
期
目
（
３
年
目
）
に
入
り
ま

し
た
。

台
湾
聖
公
会
と
の
協
働
関
係

毎
主
日
、
両
教
区
の
教
会
に
お

い
て
教
会
名
と
教
役
者
名
を
挙
げ

て
代
祷
を
捧
げ
て
い
ま
す
。
第
３

期
協
働
関
係
締
結
の
２
年
目
に
入

る
来
年
３
月
19
日
〜
23
日
の
予
定

で
、
東
北
地
方
巡
礼
の
旅
を
計
画
、

台
湾
聖
公
会
か
ら
主
教
夫
妻
他
数

名
を
招
待
し
ま
す
。
ま
た
、
11
月

４
日
の
教
区
成
立
90
周
年
記
念
礼

拝
に
も
招
待
す
る
予
定
で
す
。

東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
の
働

き
神
戸
・
大
阪
・
京
都
３
教
区
協

働
の
東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援

の
働
き
は
、
７
月
３
日
、
小
名
浜

聖
テ
モ
テ
教
会
に
お
い
て
第
1
期

終
了
感
謝
礼
拝
が
３
教
区
主
教
の

出
席
の
も
と
に
行
わ
れ
、
引
き
続

き
７
月
か
ら
「
聖
テ
モ
テ
・
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
・
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
、

来
年
５
月
ま
で
第
Ⅱ
期
の
活
動
が

続
け
ら
れ
ま
す
。

い
ま
し
た
。

聖
公
会
生
野
セ
ン
タ
ー
は
今
年

創
立
20
周
年
を
迎
え
、
６
月
17
日

（
日
）、
総
会
と
記
念
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
聖
ガ
ブ
リ
エ
ル

教
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
20
周
年

記
念
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
５
０
０
部
作
成

さ
れ
、
全
教
会
、
関
係
各
方
面
に

送
ら
れ
ま
し
た
。

聖
バ
ル
ナ
バ
病
院
は
来
年
創
立

１
４
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
４
月

よ
り
「
財
団
法
人
」
か
ら
「
公
益

財
団
法
人
」
へ
移
行
、
理
事
長
に

小
沢
淑
郎
氏
、
副
理
事
長
に
大
西

修
主
教
が
就
任
。 

京
都
教
区
と
の
合
併
を
も
視
野
に

入
れ
た
教
区
間
協
働
関
係

昨
年
の
（
定
期
）
教
区
会
で
両

教
区
の
常
置
委
員
会
が
、議
案「
大

阪
教
区
・
京
都
教
区
の
協
働
及
び

合
併
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
設

置
の
件
を
両
教
区
会
に
提
出
し
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
早
速
検
討
委

員
会
が
作
ら
れ
、
今
回
そ
の
中
間

報
告
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
検
討

委
員
会
は
来
年
度
の
（
定
期
）
教

区
会
に
最
終
報
告
を
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題

に
つ
い
て
両
教
区
の
信
徒
・
教
役

者
に
更
な
る
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
に
当
教
区
か
ら
木
村

幸
夫
司
祭
（
退
職
）
を
専
任
者
と

し
て
派
遣
し
、
管
区
の
「
い
っ
し

ょ
に
歩
こ
う
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
の
協
働
関
係
の
中
で
そ
の
働
き

を
進
め
て
い
ま
す
。
原
発
被
災
地

域
か
ら
移
転
し
て
き
た
人
々
が
住

む
仮
設
住
宅
で
の
支
援
活
動
を
覚

え
て
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

東
日
本
大
震
災
被
災
者
救
援
・

支
援
募
金
は
１
年
足
ら
ず
の
間
に
、

目
標
額
５
０
０
０
万
円
を
達
成
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
は

「
喜
ぶ
人
と
共
に
喜
び
、
泣
く
人

と
共
に
泣
き
な
さ
い
。」（
ロ
ー
マ

12
：
15
）
の
み
言
葉
を
身
を
も
っ

て
実
践
し
、
痛
み
を
伴
っ
て
な
さ

れ
た
愛
の
募
金
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
改
め
て
教
区
の 

皆
様
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
１
月
以
降
の
主
な
人
事
は
以

下
の
通
り
で
す

○
モ
ー
セ
任
大
彬
（
イ
ム
・
テ
ビ

ン
）
司
祭　

１
月
１
日
付
、
カ
ナ

ダ
聖
公
会
ニ
ュ
ー
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン

ス
タ
ー
教
区
バ
ン
ク
ー
バ
ー
ホ
ー

リ
ー
ク
ロ
ス
教
会
へ
の
出
向
許
可
。

○
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
成
岡
宏
晃
聖

職
候
補
生
志
願
者　

４
月
聖
公
会

神
学
院
入
学
。
来
年
１
月
１
日
付

聖
職
候
補
生
に
認
可
。

○
ヤ
コ
ブ
義
平
雅
夫
聖
職
候
補
生

　

４
月
よ
り
東
豊
中
聖
ミ
カ
エ
ル

教
会
勤
務
。来
年
３
月
、執
事
試
験
。

○
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
奥
村
貴
充
、

ジ
ョ
イ
千
松
清
美
、
ヨ
ハ
ネ
古
澤

秀
利
の
３
執
事　

４
月
25
日
（
福

音
記
者
聖
マ
ル
コ
日
）　

公
会
の

執
事
に
聖
別
。
来
年
３
月
、
司
祭

試
験
。

○
ジ
ョ
ー
ジ
林　

正
樹
執
事　

12

月
８
日
（
土
） 

、
公
会
の
司
祭
に

聖
別
。

○
ア
ン
デ
レ
田
宮　

紘
執
事 

来

年
３
月
末
日
、
定
年
退
職
。

○
サ
ム
エ
ル
久
保
道
則
司
祭
（
退

職
）　

１
月
27
日
逝
去
。（
86
歳
）

○
ヨ
シ
ュ
ア
早
川
義
也
司
祭
（
九

州
教
区
退
職
・
大
阪
教
区
出
身
）

10
月
２
日
逝
去
。（
75
歳
）

２
０
１
１
年
度
の
教
勢
報
告

（　

）
は
２
０
１
０
年
度
と
の
比

○
教
役
者
数
﹇
現
職
﹈
20

　
　

主
教
1　

司
祭
14　

執
事
２

　
　

聖
職
候
補
生
3 

○
同　
﹇
退
職
嘱
託
﹈
９

　
　

主
教
1　

司
祭　

８

○
現
在
信
徒
数　

３
２
３
８

（
▲
49
）

○
現
在
受
聖
餐
者
数　

１
８
０
５

（
▲
31
）

（
前
頁
よ
り
つ
づ
く
）
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○
不
陪
餐
者
教〜

５
３
３
（
▲
11
）

○
主
日
礼
拝
出
席
者
数　

９
１
８

（
△
５
）
〜
現
在
信
徒
数
の
28
％

○
主
日
礼
拝
陪
餐
者
数　

８
１
５

（
△
40
）

〜
現
在
受
聖
餐
者
の
44
％

○
堅
信
式
受
領
者
33
（
▲
3
）

○
聖
洗
式
受
領
者
31
（
▲
15
）

○
逝
去
者
47
（
△
11
）

右
記
の
数
字
の
う
ち
、
現
在
受

聖
餐
者
は
２
０
０
８
年
の
１
９
１

３
人
か
ら
２
０
１
１
年
に
は
１
８

０
５
人
と
４
年
間
で
１
０
８
人
減

少
。

２
０
１
３
年
度
の
目
標
数

現
在
受
聖
餐
者　

１
９
０
０
人

（
目
標
達
成
ま
で
95
人
増
）

主
日
礼
拝
出
席
者　

１
０
０
０
人

主
日
礼
拝
陪
餐
者　

８
５
０
人

堅
信
式
及
び
聖
洗
式
受
領
者

　

そ
れ
ぞ
れ
50
人

　

不
陪
餐
者　

50
人
減
少
さ
せ
る

４
月
以
降
の
現
職
教
役
者（
予
定
）

主
教
１
、
司
祭
15
（
内
出
向
１
）、

執
事
１
、
合
計
17
人

以
上
を
も
ち
ま
し
て
開
会
演
説

と
い
た
し
ま
す
。

（
前
頁
よ
り
つ
づ
く
）

日
本
聖
公
会
大
阪
教
区
第
１
０

８
（
定
期
）
教
区
会
は
２
０
１
２

年
11
月
23
日
、
大
阪
教
区
主
教
座

聖
堂
・
川
口
基
督
教
会
で
行
わ
れ
、

午
前
９
時
の
開
会
の
聖
餐
式
に
次

い
で
会
館
３
階
の
集
会
ホ
ー
ル
に

集
い
、
議
事
に
移
っ
た
。
参
加
者

は
、
教
役
者
議
員
16
人
（
欠
席
３

人
）、
信
徒
代
議
員
（
38
人
）。
大

西
主
教
の
開
会
祈
祷
の
あ
と
、
同

主
教
の
開
会
演
説
が
行
わ
れ
（
演

説
の
要
旨
は
別
項
）、
次
い
で
諸

報
告
に
移
り
、
常
置
委
員
会
報
告

（
同
委
員
長
・
岩
城
聰
司
祭
）
が

人
事
、
教
区
・
教
会
に
関
す
る
事

項
な
ど
報
告
。

大
阪
教
区
宣
教
協
議
会
に
つ
き

実
行
委
員
長
・
磯
晴
久
司
祭
が
、

各
教
会
の
宣
教
課
題
の
明
確
化
と

共
有
の
た
め
、
六
甲
で
の
協
議
会

（
７
月
15
日
、
16
日
）、
お
よ
び
参

加
者
の
リ
ユ
ニ
オ
ン（
11
月
25
日
）

に
つ
い
て
報
告
。

「
大
阪
教
区
と
京
都
教
区
の
協

働
及
び
合
併
に
関
す
る
検
討
委
員

会
中
間
報
告
」
は
岩
城
司
祭
が
報

告
。昨
年
の
大
阪
、京
都
両
教
区
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
協
働
お
よ
び
合
併
に

関
す
る
検
討
委
員
会
の
発
足
を
決

議
、
両
教
区
そ
れ
ぞ
れ
教
役
者
２

人
、
信
徒
５
人
、
計
10
人
に
よ
る

「
検
討
委
員
会
」（
任
期
２
年
）
が

発
足
し
た
こ
と
、
両
教
区
の
教
会
、

現
在
受
聖
餐
者
数
、
関
連
諸
施
設
、

教
役
者
の
推
移
と
将
来
予
測
、
さ

ら
に
両
教
区
の
地
区
の
新
設
、
伝

道
区
の
編
成
、
主
教
座
聖
堂
な
ど
、

「
考
え
得
る
選
択
肢
」
が
示
さ
れ
、

同
時
に
「
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
と
発

生
す
る
課
題
」
の
分
析
、「
新
た

な
教
区
間
の
推
進
」
に
も
言
及
さ

れ
た
。

教
務
局
報
告
で
は
特
に
①
各
教

会
納
骨
堂
の
設
置
許
可
申
請
手
続

き
、②
教
区
事
務
所
職
員
の
異
動
・

専
任
化
③
大
阪
教
区
報
の
頒
布
価

格
の
改
定
④
教
務
局
長
の
専
任
化

な
ど
が
、
教
務
局
長
・
原
田
司
祭

か
ら
報
告
。
①
に
つ
い
て
：
大
阪

府
の
教
会
の
納
骨
堂
に
つ
き
、
府

環
境
衛
生
課
か
ら
「
自
治
体
の
許

可
を
得
る
か
、
撤
去
す
る
か
」
と

の
通
告
を
受
け
、
府
下
の
教
会
19

教
会
の
う
ち
、
納
骨
堂
を
持
た
な

い
２
教
会
を
除
き
、
許
可
申
請
の

手
続
き
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

②
に
つ
い
て
：
非
常
勤
職
員
の
後

任
と
し
て
常
勤
職
員
が
着
任
。
仕

事
が
増
す
事
務
所
と
し
て
懸
案
だ

っ
た
「
常
勤
２
人
体
制
」
が
与
え

ら
れ
た
。

総
務
部
報
告

ま
ず
財
務
委
員
会
報
告
を
小
池

義
郎
財
務
委
員
長
が
務
め
、
①
東

日
本
大
震
災
救
援
募
金
と
し
て
目

標
を
超
す
総
額
５
７
，
６
０
９
，

７
３
４
円
が
献
げ
ら
れ
た
②
東
北

教
区
主
教
座
聖
堂
建
築
資
金
と
し

て
大
阪
教
区
22
教
会
の
信
施
な
ど

に
、
東
日
本
大
震
災
救
援
募
金
の

一
部
を
加
え
、
１
５
０
万
円
を
献

げ
た
な
ど
報
告
。

「
２
０
１
３
年
度
一
般
会
計
予

算
の
編
成
」　

少
子
高
齢
化
、
東

日
本
大
震
災
、
国
内
経
済
、
信
徒

数
の
減
少
な
ど
の
た
め
、
教
会
財

政
は
厳
し
い
情
勢
に
あ
り
、
大
阪

教
区
と
し
て
①
教
区
事
務
所
「
常

勤
２
人
体
制
」
の
実
現
に
よ
る
人

件
費
の
増
大
、
②
大
阪
教
区
の
２

０
１
２
年
現
在
受
聖
餐
者
数
は
、

２
０
０
６
年
に
比
べ
２
０
０
人
減

の
１
８
０
５
人
。こ
の
た
め
献
金
・

財
政
基
盤
な
ど
の
確
立
、
経
費
節

減
を
進
め
る
、
③
来
年
、
教
区
成

立
90
周
年
を
迎
え
て
諸
費
用
の
発

生
が
見
込
ま
れ
る
が
、
新
し
い
宣

（
次
頁
に
つ
づ
く
）

第
１
０
８
回

教
区
会

報
告
と
議
案
の
記
録

教
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
英
知
を
結

集
し
た
い
（「
２
０
１
３
年
度
「
各

教
会
教
区
費
」
分
担
金
」、「「
会

計
委
員
懇
談
会
」
な
ど
は
省
略
）。

「
京
都
教
区
財
政
担
当
者
と
の
連

絡
会
に
つ
い
て
」

２
０
１
２
年
５
月
10
日
、
第
７

回
目
の
連
絡
会
で
、
大
阪
教
区
か

ら
決
算
報
告
、
東
日
本
大
震
災
募

金
の
報
告
、
大
阪
教
区
・
教
区
事

務
所
の
運
営
に
関
す
る
こ
と
、
納

骨
堂
整
備
に
関
す
る
報
告
な
ど
。

京
都
教
区
か
ら
は
財
務
諸
表
の

報
告
、
収
益
事
業
の
収
入
に
よ
る

財
政
維
持
の
厳
し
い
状
況
の
報
告

な
ど
、
両
教
区
の
情
報
交
換
を
行

っ
た
（
管
財
部
門
委
員
会
、
広
報

委
員
会
、
歴
史
編
集
委
員
会
、
法

制
委
員
会
の
報
告
は
省
略
）。

宣
教
部
報
告

宣
教
部
会
は
年
４
回
の
部
会
を

開
催
し
、
教
区
の
宣
教
活
動
の
情

報
を
交
換
。
教
区
礼
拝
（
９
月
30

日
）
は
台
風
接
近
の
た
め
中
止
と

な
っ
た
が
、
プ
ー
ル
学
院
清
心
館

に
集
っ
た
人
た
ち
で
礼
拝
を
持
ち
、

東
北
教
区
の
長
谷
川
清
純
司
祭
が

説
教
。
午
後
の
講
演
会
は
中
止
と

な
っ
た
。
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（
前
頁
よ
り
つ
づ
く
）

そ
の
他
、
青
少
年
育
成
・
活
動

支
援
、
広
島
平
和
礼
拝
な
ど
報
告
。

生
涯
学
習
委
員
会
報
告

「
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２

０
１
２
」（
１
３
２
人
が
参
加
）、

青
少
年
キ
ャ
ン
プ
、「
教
会
奉
仕

者
の
学
び
」（
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
神

学
館
特
別
出
張
講
座
）、「
信
徒
の

学
び
」、「
教
区
の
宣
教
協
議
会
へ

の
協
力
」
な
ど
を
報
告
。

社
会
宣
教
委
員
会
報
告

委
員
12
人
で
構
成
さ
れ
、
年
間

５
回
の
委
員
会
開
催
。「
大
阪
宗

教
９
条
の
会
」、「
部
落
解
放
キ
リ

ス
ト
者
協
議
会
」
の
活
動
報
告
。

「
大
阪
教
区
手
話
の
会
・
つ
た
え

て
」
の
手
話
通
訳
派
遣
。
点
・
音

訳
の
「
こ
と
の
は
」
奉
仕
者
は
20

人
で
、
大
阪
教
区
報
、
聖
公
会
新

聞
、祈
祷
書
な
ど
の
点
字
訳
・

音
訳
の
活
動
な
ど
を
報
告
。

在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
宣
教
協

働
委
員
会
報
告

在
日
・
韓
国
学
習
シ
リ
ー

ズ
は
「
提
岩
事
件
と
キ
リ
ス

ト
者
」
な
ど
３
回
の
学
び
。

生
野
セ
ン
タ
ー
と
教
区
に
よ

る
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」、

韓
国
の
歴
史
の
学
び
と
教
会

交
流
の「
韓
国
ツ
ア
ー
」な
ど
。

礼
拝
・
音
楽
委
員
会

「
鈴
木
隆
太
さ
ん
を
囲
ん

で
礼
拝
音
楽
を
学
ぶ
」、「
祈

り
と
賛
美
・
東
日
本
大
震
災

を
憶
え
て
」、「
第
６
回
ペ
ン

テ
コ
ス
テ
・
ヴ
ィ
ジ
ル
」、「
サ

ー
バ
ー
研
修
会
」、
オ
ル
タ

ー
ギ
ル
ド
に
よ
る
「
聖
布
し

し
ゅ
う
会
」
の
活
動
な
ど
報
告
。

小
名
浜
聖
テ
モ
テ
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
現
地
調
整
者
と

し
て
働
く
木
村
幸
夫
司
祭
が
現
状

報
告
の
た
め
一
時
戻
ら
れ
、「
人
々

は
恨
み
言
は
決
し
て
言
わ
ず
、
こ

ん
な
苦
労
を
他
の
人
々
が
味
わ
わ

な
い
よ
う
に
と
思
っ
て
お
ら
れ

る
」
な
ど
と
話
さ
れ
た
。

主
教
座
聖
堂
、
聖
職
試
験
委
員

会
、
聖
職
養
成
委
員
会
の
各
報
告

の
あ
と
、「
教
区
神
学
生
後
援
会

報
告
」
で
は
、
大
西
主
教
が
教
区

唯
一
の
神
学
生
・
成
岡
宏
晃
さ
ん

に
続
き
、
さ
ら
に
神
学
生
が
増
し

加
え
ら
れ
る
こ
と
を
望
み
、
特
別

の
祈
り
の
カ
ー
ド
を
作
成
、
配
布

し
た
こ
と
を
強
調
さ
れ
た
。

以
下
「
管
区
関
連
委
員
報
告
」

「
人
権
担
当
委
員
報
告
」「
諸
学
校
・

諸
施
設
チ
ャ
プ
レ
ン
報
告
」
と
と

も
に
、
学
院
、
病
院
、
施
設
、
釜

ケ
崎
担
当
、
聖
公
会
生
野
セ
ン
タ

ー
の
報
告
が
続
き
、
す
べ
て
の
報

告
が
了
承
さ
れ
た
。

議
案

議
案
第
１
号

宗
教
法
人
日
本
聖
公
会
大
阪
教
区

規
則
一
部
改
正
の
件

納
骨
堂
設
置
許
可
申
請
に
伴
い
、

大
阪
市
か
ら
宗
教
法
人
で
な
い
各

教
会
に
大
阪
教
区
が
「
従
た
る
事

務
所
」
を
構
え
て
い
る
こ
と
を
、

法
人
規
則
に
明
記
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
指
導
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
よ
り
、
第
２
条
を
改
正
。

現
行
で
は
宗
教
法
人
は
、
事
務

所
を
「
大
阪
市
阿
倍
野
区
松
崎
町

２
丁
目
１
番
８
号
」
に
置
い
て
い

る
が
、
今
後
は
、「
主
た
る
事
務

所
」
を
『
松
崎
町
』
に
置
き
、「
従

た
る
事
務
所
」
は
川
口
基
督
教
会

を
は
じ
め
と
す
る
10
教
会
の
内
に

置
く
と
す
る
も
の
。
可
決
さ
れ
た
。

議
案
第
２
号

大
阪
教
区
主
教
座
聖
堂
規
則
の
一

部
改
正
の
件

教
区
主
教
座
聖
堂
の
働
き
を
充

実
さ
せ
る
上
で
、
主
教
座
聖
堂
参

事
会
を
拡
充
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
第
３
条
を
改
正
。

現
在
の
参
事
は
司
祭
２
名
、
信

徒
２
名
だ
が
、
改
正
案
は
司
祭
３

名
（
う
ち
１
名
は
当
該
教
会
の
牧

師
と
す
る
）、
信
徒
３
名
と
す
る
。

可
決
。

議
案
第
３
号

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
日
常
生
活

の
破
綻
に
つ
な
が
る
不
当
な
言

動
）・
虐
待
な
ど
の
予
防
と
対
応

に
関
す
る
規
則
一
部
改
正
の
件
。

２
０
１
０
年
の
１
０
４（
定
期
）

教
区
会
で
可
決
さ
れ
た
「
牧
会
支

援
委
員
会
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
も
と
に
検
討
を
加
え
、「
大
阪

教
区
施
行
規
則
」
の
改
正
が
必
要

と
な
る
た
め
、
議
案
と
し
て
提
出

さ
れ
た
。
現
行
の
「
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
・
虐
待
な
ど
の
予
防
と
対
応
に

関
す
る
規
則
」、「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・

虐
待
な
ど
の
予
防
と
対
応
に
関
す

る
相
談
細
則
」
が
対
象
。
可
決
。

議
案
第
４
号

２
０
１
３
年
日
本
聖
公
会
大
阪
教

区
一
般
会
計
予
算
承
認
の
件

○
２
０
１
３
年
度
大
阪
教
区
一
般

会
計
予
算
。
収
入
、
支
出
は
そ

れ
ぞ
れ
４
０
０
０
万
円
（
２
０

１
２
年
同
３
８
０
０
万
円
）

○
２
０
１
３
年
教
区
費
分
担
金
。

３
８
０
０
万
円
（
２
０
１
２
年

予
算
３
６
０
０
円
）

可
決
。

常
置
委
員
選
挙

当
選
し
た
方
は
次
の
と
お
り
。

聖
職　

岩
城　

聰
司
祭
、
磯　

晴

久
司
祭
、
齋
藤　

壹
司
祭

信
徒　

佐
野
信
三
さ
ん
、
畑
野
め

ぐ
み
さ
ん
、
小
池
義
郎
さ
ん
。

（
以
上
）

（
文
責
・
編
集
部
）
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日
本
聖
公
会
大
阪
教
区
、
ジ
ョ

ー
ジ
林
正
樹
執
事
の
司
祭
按
手
式

が
12
月
８
日
（
土
）、
主
教
座
聖

堂
（
川
口
基
督
教
会
）
で
行
わ
れ
、

厳
し
い
寒
さ
を
押
し
て
聖
職
、
信

徒
、
教
区
英
語
礼
拝
会
衆
、
日
本

基
督
教
団
牧
師
、
プ
ー
ル
学
院
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｓ
な
ど
キ
リ

ス
ト
教
非
営
利
組
織
代
表
者
な
ど

の
他
教
派
の
来
賓
の
方
た
ち
１
５

５
人
が
集
い
、
待
ち
望
ん
で
き
た

司
祭
の
誕
生
を
主
に
感
謝
し
、
喜

約
」
が
行
わ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
林
執
事

へ
の
会
衆
の
「
同
意
」

と
「
支
持
」
は
極
め
て

重
い
言
葉
で
あ
る
。
林

執
事
は
一
カ
月
余
前
、

突
然
の
病
の
た
め
緊
急
入
院
。
幸

い
に
も
軽
度
で
済
み
、
２
週
間
で

退
院
さ
れ
た
が
、
こ
の
出
来
事
に

は
深
い
意
味
が
あ
り
、
神
の
警
告

と
恵
み
で
あ
る
と
受
け
と
め
て
欲

し
い
。
私
た
ち
教
役
者
は
司
祭
按

手
に
先
立
ち
、
林
執
事
を
囲
み
黙

想
の
時
を
持
ち
、司
祭
と
し
て『
す

べ
て
の
人
を
分
け
隔
て
無
く
愛
し
、

奉
仕
の
わ
ざ
を
為
す
』
こ
と
を
共

に
噛
み
締
め
、
あ
な
た
一
人
が
背

負
う
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
同
労

者
が
共
に
歩
む
こ

と
を
祈
り
、
励
ま

し
合
っ
た
。
林
執

事
は
退
院
の
翌
日

に
は
仕
事
に
復
帰

さ
れ
た
が
、
こ
れ

に
は
深
い
意
味
が

あ
る
と
思
う
。
ど

う
か
信
徒
の
歩
み

を
考
え
、
自
分
の

ペ
ー
ス
を
押
さ
え

る
こ
と
が
必
要
だ
。

神
は
あ
な
た
の
能

力
を
封
印
し
た
上

び
を
共
に
分
か
ち
合
っ
た
。

午
前
10
時
半
、
聖
歌
３
９
０
番

の
奏
楽
の
中
、
聖
職
、
信
徒
奉
事

者
に
よ
る
プ
ロ
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
始

ま
り
、
林
執
事
が
緊
張
の
足
取
り

で
大
西
主
教
の
前
を
歩
む
。
祈
り

と
、
み
言
葉
の
朗
読
の
あ
と
、
山

野
上
素
充
司
祭
が
説
教
、
次
の
よ

う
に
話
さ
れ
た
。

「
私
た
ち
は
今
、
林
正
樹
執
事

の
司
祭
按
手
の
証
人
と
し
て
集
い
、

主
教
に
よ
っ
て
「
推
薦
」
と
「
誓

で
、『
さ
あ
、
行
き
な
さ
い
』
と
、

あ
な
た
を
福
音
宣
教
に
遣
わ
せ
ら

れ
た
の
だ
と
思
う
」。

ニ
ケ
ヤ
信
教
の
あ
と
大
西
主
教

が
祭
壇
の
前
の
座
に
着
き
、
正
服

を
着
け
た
志
願
者
・
林
執
事
を
前

に
、
推
薦
者
が
「
司
祭
に
ふ
さ
わ

し
い
人
」
と
推
薦
の
あ
と
、
林

執
事
が
誓
約
。
会
衆
一
同
が
立

ち
、
按
手
の
同
意
と
支
持
を
行
い
、

大
西
主
教
が
林
執
事
を
「
試
問
」。

一
同
に
よ
る「
聖
職
按
手
の
嘆
願
」

の
あ
と
、
臨
席
の
司
祭
が
膝
ま
づ

く
林
執
事
を
囲
む
中
、
大
西
主
教

が
林
執
事
の
頭
に
手
を
置
き
、
こ

こ
に
「
林
司
祭
」
が
誕
生
し
た
。

式
後
は
一
同
、
会
館
３
階
に
移

り
祝
会
へ
。
林
司
祭
の
体
調
を
も

考
慮
し
た
簡
素
な
祝
会
と
な
っ
た

が
、
立
食
パ
ー
テ
ィ
の
テ
ー
ブ
ル

を
囲
む
人
々
が
互
い
に
喜
び
合
う

中
、
林
司
祭
の
同
働
者
、
同
窓
な

ど
、
来
賓
の
方
々
の
祝
辞
が
続
い

た
。 

（
編
集
部
）

公　　　示
救主降生２０１２年１２月８日

日本聖公会大阪教区主教
主教　サムエル　大西　修

以下の人事を発令します。

司祭　ジョージ　林　正樹
大阪聖パウロ教会副牧師に任命する。

大
阪
教
区
に
司
祭
が
誕
生

大
阪
教
区
に
司
祭
が
誕
生

林
正
樹
師
の
按
手
に
感
謝
と
喜
び

林
正
樹
師
の
按
手
に
感
謝
と
喜
び
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「
ち
い
さ
な
祈
り
」
を
テ
ー
マ

に
「
創
立
50
年
記
念
感
謝
礼
拝
」

を
捧
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

11
月
３
日
（
土
・
文
化
の
日
）、

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
お
日
様

が
祝
福
し
て
く
れ
て
い
る
か
の
よ

う
に
、
温
か
く
輝
い
て
い
ま
し
た
。

天
候
に
感
謝
し
ま
す
。

こ
の
記
念
感
謝
礼
拝
に
向
け
、

私
達
は
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
し
か
し
こ
の
小
さ
な
庄
内

キ
リ
ス
ト
教
会
だ
け
で
は
遅
々
と

し
て
進
ま
ず
、
気
を
も
ん
で
お
り

ま
し
た
と
こ
ろ
、
北
摂
３
教
会
の

聖
ト
マ
ス
教
会
、
聖
ミ
カ
エ
ル
教

会
の
皆
さ
ま
か
ら
「
協
力
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
」
と
の
お
声
を
頂

き
、
ま
た
他
の
教
会
か
ら
も
お
声

を
頂
き
、
送
迎
車
の
手

配
、
駐
車
場
の
手
配
、

会
場
作
り
の
お
手
伝
い

等
、
私
達
だ
け
で
は
気

の
付
か
な
い
所
、
ま
た

手
の
回
ら
な
い
所
を
引

き
受
け
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
庄
内
キ
リ
ス
ト

教
会
の
こ
と
を
気
遣
っ

て
い
た
だ
き
、
祈
り
を

捧
げ
て
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ま
に
は
心
よ
り
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
お
越
し
い
た
だ

い
た
宇
野
徹
主
教
様
を

は
じ
め
、
１
４
０
名
の

皆
さ
ま
、
心
よ
り
感
謝

庄
内
キ
リ
ス
ト
教
会 

創
立
50
周
年
記
念
を
迎
え
て

ダ
ビ
デ
　
阿
部

光

「
ち
い
さ
な
祈
り
」
を
テ
ー
マ
に
感
謝
礼
拝

い
た
し
て
お
り
ま

す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
根
貞
夫
司
祭

様
の
お
話
の
中
に

「
小
さ
な
群
れ
よ
、

恐
れ
る
な
。
あ
な
た
が
た
の
父
は

喜
ん
で
神
の
国
を
く
だ
さ
る
。」

庄
内
キ
リ
ス
ト
教
会
は
ま
さ
に
小

さ
な
群
れ
で
あ
り
ま
す
。

１
９
６
２
年
８
月
16
日
、
木
川

田
一
郎
主
教
様
と
共
に
数
名
の
信

徒
で
庄
内
西
町
の
借
家
に
お
い

て
「
庄
内
伝
道
所
」
を
開
所
さ
れ
、

１
９
６
５
年
10
月
24
日
、
現
在
の

野
田
町
に
移
り
ま
し
た
。

冒
頭
に
書
き
ま
し
た
「
ち
い
さ

な
祈
り
」
は
、
２
０
０
３
年
11
月

24
日
現
在
の
礼
拝
堂
を
建
築
し
た

際
、
信
徒
か
ら
「
こ
の
庄
内
の
地

に
新
し
い
教
会
を
建
て
た
こ
と
の

意
味
、
意
義
は
な
に
か
。
忘
れ
な

い
よ
う
に
何
か
残
す
こ
と
が
出
来

た
ら
い
い
な
」
と
い
う
願
い
か
ら
、

今
年
の
秋
の
修

養
会
は
、
10
月
17

日
（
水
）
聖
ル
カ

日
の
前
日
に
大
阪

聖
愛
教
会
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
台
風

の
影
響
で
予
想
通

り
朝
か
ら
雨
の
中
、

会
場
へ
向
か
い
ま

し
た
。

テ
ー
マ
は｢

悲

し
み
に
寄
り
添
う

〜
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ

ア
と
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
〜｣

。
講
師

の
カ
ト
リ
ッ
ク
シ
ス
タ
ー
高
木
慶よ

し

子こ

先
生
は
、
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ

ケ
ア
研
究
所
長
と
し
て
ご
多
忙
な

中
、
東
日
本
大
震
災
後
、
毎
月
被

災
地
に
行
か
れ
て
、
悲
し
み
の
中

に
い
る
人
々
の
心
の
ケ
ア
を
続
け

て
お
ら
れ
ま
す
。
親
戚
、
家
族
や

友
人
、
身
近
な
人
の
死
。
タ
ー
ミ

ナ
ル
期
を
経
て
の
死
、
災
害
、
事

故
、
予
期
し
な
い
突
然
死
。
そ
れ

ぞ
れ
の
残
さ
れ
た
遺
族
の
悲
し
み

は
と
て
も
深
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
家
、
財
産
、
仕
事
な
ど

を
地
震
と
津
波
で
一
瞬
に
し
て
奪

わ
れ
た
被
災
地
の
人
々
の
悲
し
み

は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
Ｊ

Ｒ
脱
線
事
故
の
被
害
者
や
残
さ
れ

教区婦人会
秋の修養会

マ
ル
タ
　
則
定

洋
子

シ
ス
タ
ー
高
木
慶
子
さ
ん
の
講
演

悲
し
み
に
寄
り
添
っ
て

庄
内
の
信
徒
が
歌
を
作
り
ま
し
た
。

庄
内
キ
リ
ス
ト
教
会
で
は
様
々
な

場
面
で
こ
の
歌
を
歌
い
ま
す
。
今

後
も
永
遠
の
テ
ー
マ
と
し
て
歌
い

続
け
て
い
け
て
い
け
た
ら
幸
い
で

す
。最

後
に
庄
内
キ
リ
ス
ト
教
会
に

携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の

方
に
感
謝
し
、
神
様
の
祝
福
と
み

恵
み
が
大
い
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

（
あ
べ　

ひ
か
る
・
庄
内
キ
リ
ス

ト
教
会
信
徒
）

（
次
頁
四
段
目
に
つ
づ
く
）
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た
家
族
、
加
害
者
側
の
人
達
も
苦

し
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
人
達
の
心

の
ケ
ア
を
本
当
に
寄
り
添
っ
て
支

え
て
お
ら
れ
ま
す
。

各
々
の
お
話
の
数
々
に
胸
が
詰

ま
り
、
感
動
し
て
涙
ぐ
む
人
が
沢

山
い
ま
し
た
。

寄
り
添
う
。
悲
し
み
苦
し
ん
で

い
る
人
に
言
葉
は
い
ら
な
い
。
認

め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
の
こ

と
。死

は
一
つ
の
扉
で
あ
る
、
こ
の

扉
を
く
ぐ
っ
て
神
の
国
に
入
っ
て

い
く
。
神
は
そ
こ
で
待
っ
て
い
て

大阪教区婦人会

被 献 日 礼 拝
大阪教区婦人会

被 献 日 礼 拝

◎男性の方もどうぞお越し下さい

2013年２月２日（土）
午前10時30分から

芦屋聖マルコ教会

主教 サムエル 大西　修 師父

司祭 ロイス上田亜樹子 師
（米国聖公会ハワイ教区司祭）

日 時

場 所

司 式

説 教

京
都
教
区
と
の
協
働
を
目
指
し
て

聖
職
と
教
会
紹
介

聖
職
と
教
会
紹
介
13
最
終
回

の
よ
う
な
存
在
で
す
。
お
近
く
に

お
い
で
の
時
に
は
、
商
店
街
か
ら

石
段
を
44
段
お
上
が
り
下
さ
い
。

聖
霊
に
徐
々
に
満
た
さ
れ
て
い
き
、

別
世
界
に
導
か
れ
る
感
覚
を
味
わ

え
る
と
思
い
ま
す
。

西
大
和
教
会
は
、
２
０
０
１
年

に
再
建
さ
れ
、
現
代
的
で
す
。
ベ

ッ
ド
タ
ウ
ン
に
あ
り
、
小
さ
く
、

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
す
。

少
人
数
で
す
が
、
皆
さ
ん
と
て
も

熱
心
で
元
気
で
す
。
定
住
の
司
祭

が
い
な
い
の
で
、
３
、
４
人
の
司

祭
が
交
代
で
礼
拝
を
し
た
り
、
み

言
葉
の
礼
拝
が
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
自
身
は
、
奈
良
に
来
て
23
年

経
ち
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ

で
、
大
学
院
ま
で
オ
ハ
イ
オ
州
で

過
ご
し
ま
し
た
。
こ
の
大
和
の
地

に
来
て
か
ら
、
神
学
校
に
行
く
こ

と
を
勧
め
ら
れ
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス

神
学
館
に
行
き
ま
し
た
。
大
学
の

仕
事
の
関
係
で
、
教
役
者
の
集
い
、

信
徒
の
集
い
も
滅
多
に
出
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
為
、
大
阪

教
区
の
方
に
は
特
に
知
ら
れ
て
い

な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

も
っ
と
大
阪
教
区
の
方
に
も
お
会

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
奈
良
基
督
教
会
、
西
大
和
聖
ペ

テ
ロ
教
会　

副
牧
師
）

司
祭　

マ
ー
ク
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ュタ
ー
ル

私
は
奈
良
基
督
教
会
と
西
大
和

聖
ペ
テ
ロ
教
会
の
副
牧
師
を
勤
め

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
大
和
高
田

教
会
で
も
司
式
を
行
っ
て
い
ま
す
。

奈
良
基
督
教
会
で
は
、
英
語
の
礼

拝
も
し
て
お
り
ま
す
。
私
の
立
場

は
少
し
異
例
で
、
大
学
に
常
勤
し

つ
つ
、
主
日
に
は
こ
れ
ら
の
教
会

で
聖
餐
式
を
司
式
し
て
い
ま
す
。

副
牧
師
を
し
て
い
る
二
つ
の
教

会
は
、
と
て
も
対
照
的
で
す
。
奈

良
基
督
教
会
は
１
９
３
１
年
に
建

て
ら
れ
、
純
和
風
の
建
築
で
す
。

大
所
帯
で
、
奈
良
市
の
中
心
、
し

か
も
商
店
街
の
真
ん
中
に
位
置
し

て
い
る
点
も
特
徴
的
で
す
。
喧
噪

の
た
だ
中
に
あ
っ
て
、
オ
ア
シ
ス

２
０
１
０
年
10
月
10
日
発
行
の

大
阪
教
区
報
第
４
１
５
号
よ
り
13

回
に
渡
り
連
載
し
て
ま
い
り
ま
し

た
本
シ
リ
ー
ズ
は
今
回
の
第
４
２

８
号
を
持
ち
ま
し
て
予
定
通
り
終

了
い
た
し
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、

原
稿
を
寄
稿
い
た
だ
い
た
京
都
教

区
の
聖
職
の
皆
様
に
は
、
心
よ
り

感
謝
い
た
し
ま
す
。

京
都
教
区
報
『
つ
の
ぶ
え
』
は

新
年
か
ら
大
阪
教
区
の
聖
職
が
同

様
に
寄
稿
し
ま
す
。
両
教
区
の
協

働
が
さ
ら
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。 

（
編
集
部
一
同
）

『
京
都
教
区
と
の
協
働
を

目
指
し
て
』
連
載
を
終
え
て

（
前
頁
よ
り
つ
づ
く
）

下
さ
る
。
そ
こ
に
は
真
理
・
自
由

が
あ
る
。
そ
れ
が
信
仰
で
あ
る
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
者
１
７
９
人(

内
、
聖
職

者
9
人
、
男
性
24
人
、
他
教
区
・

他
教
派
各
1
人)

、
席
上
献
金
１

６
０
，
３
９
５
円
。

講
演
の
後
、
会
館
に
て
聖
愛
教

会
婦
人
会
の
方
々
の
心
の
こ
も
っ

た
茶
菓
を
い
た
だ
き
感
謝
し
つ
つ

帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

（
の
り
さ
だ　

よ
う
こ
・
大
阪
聖

三
一
教
会
信
徒
）
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11
月
17
日
に
川
口
基
督
教
会
に

て
サ
ー
バ
ー
研
修
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
川
口
教
会
の
ア
ル
ブ
を
お

借
り
し
て
の
出
席
で
す
。
サ
ー
バ

ー
奉
仕
の
と
き
に
着
る
キ
ャ
ソ
ッ

ク
・
ア
ル
ブ
と
違
う
形
で
少
し
戸

惑
い
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
と
を
通

し
て
、
サ
ー
バ
ー
お
よ
び
信
徒
奉

事
者
お
互
い
が
、
式
服
の
整
い
の

「
声
の
無
い
言
葉
」
で
あ
り
、
神

様
と
人
々
の
奉
仕
に
あ
た
り
、
信

徒
の
模
範
と
な
る
よ
う
に
心
が
け

る
こ
と
、
ま
た
白
い
式
服
を
着
る

場
合
は
下
に
着
る
服
の
色
の
配
慮

を
す
る
等
を
学
び
ま
し
た
。

実
践
と
し
て
、
ろ
う
そ
く
の
点

火
・
消
灯
、
入
堂
と
退
堂
を
司

祭
・
主
教
と
共
に
行
う
役
割
を
く

じ
引
き
で
決
め
、
場
は
和
み
な
が

ら
も
気
を
引
き
し
め
て
学
び
ま
し

た
。
特
に
退
堂
時
の
所
作
や
歩
き

方
は
丁
寧
に
学
び
ま
し
た
。
後
ろ

を
向
く
時
は
中
心
に
向
か
っ
て
内

チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。

30
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
「
サ
ー
バ

ー
ズ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ガ
イ
ド
」
と

祈
祷
書
サ
イ
ズ
の
サ
ー
バ
ー
心
得

の
し
お
り
を
傍
ら
に
置
い
て
研
修

会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
ず
式
服
（
祭
服
）
の
説
明
を

受
け
、
そ
れ
ら
は
救
わ
れ
た
者
の

大
阪
教
区
サ
ー
バ
ー
研
修
会
に
参
加
し
て

大
阪
教
区
サ
ー
バ
ー
研
修
会
に
参
加
し
て

教
区
宣
教
部
礼
拝
・
音
楽
委
員

会
、
聖
堂
参
事
会
共
催
に
よ
る
信

徒
奉
事
者
の
た
め
の
サ
ー
バ
ー
研

修
会
が
去
る
11
月
17
日
午
後
、
主

教
座
聖
堂
で
開
か
れ
ま
し
た
。
あ

い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
聖
職
者
、

ス
タ
ッ
フ
、
信
徒
奉
事
者
計
22
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

開
会
祈
祷
、
大
西
主
教
の
お
話

パ
ト
リ
ッ
ク
　
古
賀
　
稔
也

サ
ー
バ
ー
と
し
て
の
自
己
点
検
で
き
る
機
会

回
り
を
し
っ
か
り
と
確
認
。

そ
の
後
、
二
つ
に
分
か
れ

司
式
者
の
も
と
に
侍は

べ
り
、
陪

餐
の
準
備
と
後
片
付
け
の
説

明
と
所
作
見
本
に
続
き
、
参

加
者
の
実
践
。
奉
献
時
に
水

の
ク
ル
エ
ッ
ト
を
司
式
者
に

渡
す
時
は
、
水
の
聖
別
が
わ

か
る
よ
う
に
少
し
高
く
掲
げ

る
等
、
様
々
な
学
び
が
あ
り

ま
し
た
。
質
疑
応
答
も
そ
れ

ぞ
れ
の
教
会
の
現
場
か
ら
の

声
だ
っ
た
の
で
、
即
実
践
に

つ
な
が
る
意
見
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

参
加
し
て
サ
ー
バ
ー
と
し
て
の

自
己
点
検
を
で
き
る
機
会
が
得
ら

れ
、
こ
の
研
修
会
の
企
画
・
運
営

ヤ
コ
ブ
　
鈴
木
　
靖
夫

サ
ー
バ
ー
の
役
目
を
改
め
て
勉
強

に
続
い
て
、
初
め
に
サ
ー
バ
ー
の

心
得
、
マ
ナ
ー
、
服
装
な
ど
「
基

本
的
な
事
柄
」を
学
ん
だ
あ
と「
実

践
」
に
入
り
、
入
堂
順
序
、
陪
餐

の
準
備
、
片
付
け
な
ど
参
加
者

各
々
で
実
際
に
や
っ
て
み
ま
し
た
。

歩
く
姿
勢
、
ク
ル
エ
ッ
ト
の
持
ち

方
な
ど
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
指
導

が
あ
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
各
教

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
教
区
の
皆
様

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
こ
が　

と
し
な
り
・
大
阪
聖
ア

ン
デ
レ
教
会
信
徒
）

会
で
す
で
に
サ
ー
バ
ー
を
や
っ
て

お
ら
れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
が
、

神
の
愛
と
慈
し
み
に
応
え
る
「
奉

仕
」
を
、
喜
び
を
も
っ
て
行
う
サ

ー
バ
ー
の
役
目
を
改
め
て
勉
強
い

た
し
ま
し
た
。

次
回
は
来
年
2
月
23
日
（
土
）

に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ど

な
た
で
も
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
す
ず
き　

や
す
お　

恵
我
之
荘

聖
マ
タ
イ
教
会
）
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◎
丁
光
訓
中
華
聖
公

会
主
教
（
ビ
シ
ョ
ッ

プ
・
テ
ィ
ン
）
が
南

京
で
死
去

中
国
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
教
会
指
導
者

で
中
華
聖
公
会
主

教
、
丁
光
訓
師
父
が

11
月
22
日
南
京
で
死
去
し
た
。
97

歳
。
中
国
基
督
教
協
会
、
中
国
基

督
教
三
自
愛
国
運
動
委
員
会
の
会

長
を
長
ら
く
勤
め
、
中
国
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
教
会
の
代
表
者
と
し

て
、
教
派
が
解
消
し
た
後
も
国
内

外
で
「
テ
ィ
ン
主
教
」
と
し
て
知

ら
れ
て
い
た
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
世

界
キ
リ
ス
ト
教
学
生
同
盟
活
動
後
、

１
９
５
１
年
か
ら
中
国
に
帰
国
し

基
督
教
三
自
愛
国
運
動
に
参
加
し

た
。
１
９
５
５
年
に
中
華
聖
公
会

浙
江
教
区
主
教
に
聖
別
さ
れ
た
が
、

１
９
６
６
年
に
文
化
大
革
命
が
始

ま
る
と
南
京
近
郊
へ
下
放
さ
れ
た
。

１
９
８
０
年
に
は「
基
督
教
両
会
」

（
中
国
基
督
教
協
会
と
三
自
愛
国

運
動
委
員
会
）
の
会
長
に
就
任
し
、

そ
の
後
も
中
国
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

教
会
の
慈
善
・
社
会
活
動
機
関

「
愛
徳
基
金
会
」
会
長
、「
基
督
教

両
会
」
名
誉
会
長
、
全
国
政
治
協

商
会
議
副
主
席
、
全
国
人
民
代
表

大
会
代
表
委
員
を
歴
任
し
た
。
三

自
愛
国
運
動
に
吸
収
さ
れ
た
形
で
、

聖
公
会
は
す
で
に
中
国
に
は
存
在

し
て
い
な
い
が
、
主
教
職
は
保
留

さ
れ
て
い
る
。
米
福
音
派
系
フ
ラ

ー
神
学
校
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ｊ
・

マ
ウ
学
長
は
、「
丁
主
教
の
中
国

教
会
へ
の
貢
献
は
最
大
級
の
も
の

で
、
彼
の
遺
産
は
著
作
な
ど
の
業

績
に
よ
っ
て
、
今
後
長
く
継
承
さ

れ
る
だ
ろ
う
」
と
評
価
し
て
い
る
。

(C
JC
 T
okyo, N

ov. 22, 
2012)

◎
次
期
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
、

女
性
主
教
叙
階
を
望
む

11
月
22
日
の
英
国
教
会
会
議

で
女
性
主
教
叙
階
が
否
決
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
同
日
、
次
期
カ
ン

タ
ベ
リ
ー
大
主
教
に
選
ば
れ
た
ジ

ャ
ズ
テ
ィ
ン
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
現
ダ

ラ
ム
主
教
は
「
女
性
が
英
国
教
会

の
主
教
に
な
る
日
が
来
る
の
は
明

ら
か
で
あ
る
」
と
、
女
性
主
教
叙

階
認
可
を
希
望
す
る
思
い
を
吐
露

し
て
い
る
。
女
性
主
教
は
カ
ナ
ダ

や
ア
メ
リ
カ
聖
公
会
で
活
躍
し
て

お
り
、
そ
し
て
英
国
教
会
と
最
も

親
密
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
聖
公
会

で
も
す
で
に
認
可
さ
れ
叙
階
さ
れ

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
英
国
は

未
だ
改
革
と
伝
統
の
狭
間
で
揺
れ

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
英
国

世界の窓世界の窓

11
月
17
日
（
土
）、
聖
贖
主
教

会
の
礼
拝
堂
に
児
童
養
護
施
設
の

子
ど
も
た
ち
、
ま
た
幼
稚
園
と
保

育
園
の
園
児
と
ご
父
兄
約
１
２
０

名
の
方
々
が
「
こ
ど
も
と
楽
し
む

コ
ン
サ
ー
ト
」
に
出
席
し
ま
し
た
。

当
日
は
昨
年
と
同
様
あ
い
に
く
の

雨
天
で
し
た
が
楽
団
「
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
・
ギ
リ
ビ
ッ
ツ
ォ
」
の
素
晴

ら
し
い
演
奏
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
途
中
、
楽
団
の

方
が
「
手
も
打
楽
器
に
な
る
」
と

指
導
さ
れ
、
演
奏
に
合
わ
せ
て
子

ど
も
た
ち
が
一
緒
に
な
っ
て
手
拍

子
を
打
つ
と
こ
ろ
が
印
象
的
で
あ

り
、
他
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
体
験

で
き
な
い
よ
う
な
こ
と
が
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
聖
歌
の
「
き
よ
し
こ

の
夜
」、「
い
ざ
う
た
え
、
い
ざ
い

わ
え
」
を
楽
団
の
演
奏
に
よ
っ
て

子
ど
も
た
ち
が
心
を
合
せ
て
一
緒

に
歌
い
、
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス

の
雰
囲
気
を
体
感
し
、
こ
れ
か
ら

始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
降
臨
節
の

準
備
に
も
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

当
日
は
博
愛
社
関
係
諸
施
設
の

全
面
的
な
ご
協
力
を
頂
き
、
感
謝

の
う
ち
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
お
く
む
ら　

た
か
み
つ
・
聖
贖

主
教
会　

牧
師
補
）

こ
ど
も
と
楽
し
む
コ
ン
サ
ー
ト

執
事
　
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
　
奥
村

貢
充

教
会
の
そ
う
い
っ
た
態
度
が
、
ア

フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
で
の
女
性
主
教

叙
階
反
対
を
助
長
し
て
い
る
と
い

う
意
見
も
あ
り
、
次
期
カ
ン
タ
ベ

リ
ー
大
主
教
の
意
見
は
世
界
の
聖

公
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。

(A
nglican C

om
m
union 

N
ew
s Service: N

ov. 22, 
2012)

2013年1月17日（木）
　　　午後7時～8時

西宮聖ペテロ教会

阪神・淡路大震災18周年阪神・淡路大震災18周年

どうぞ、どなたでもお越し下さい。
ともに集まり、ともに追悼のときを持ちましょう。

主催　西宮聖ペテロ教会

西宮市郷免町 8-5　電話 0798－33－5438
（阪急神戸線夙川駅より徒歩 7分、JRさくら夙川駅より徒歩 10 分）

大阪教区主教　大西　修 師父

追憶・追悼・希望
～オルガン・ピアノ・フルート・サクソフォン
　の演奏、独唱、詩の朗読
　そして“祈り”～

メッセージ

テーマ

日時

会場

＊駐車場あります。
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連
合
男
子
会
一
日
修
養
会
は
２

０
１
２
年
11
月
18
日
（
日
）
午
後

２
時
よ
り
川
口
基
督
教
会
に
て
開

催
さ
れ
た
。
同
教
会
の
星
野
祥
二

さ
ん
に
よ
る
司
会
進
行
で
３
名
の

パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
「
管
区
宣
教
協

議
会
の
話
し
合
い
か
ら
学
ぶ
も

の
」
を
テ
ー
マ
に
そ
れ
ぞ
れ
が
感

じ
た
こ
と
を
話
さ
れ
た
。

最
初
に
石
橋
聖
ト
マ
ス
教
会
の

長
野
泰
信
さ
ん
は
「
若
い
人
の
力
、

連
合
男
子
会
一
日
修
養
会ペ

テ
ロ
　
鈴
木

憲
二

若
い
人
の
行
動
力
に
は
目
を
見
張

る
も
の
が
あ
り
、
北
海
道
教
区
の

若
い
女
性
か
ら
『
信
徒
の
減
少
を

決
し
て
嘆
か
な
い
で
下
さ
い
。
高

齢
者
の
方
々
か
ら
学
ぶ
も
の
が
沢

山
あ
り
ま
す
』
と
励
ま
さ
れ
た
。

ま
た
牧
会
と
は
牧
師
一
人
が
す
る

の
で
は
な
く
信
徒
を
含
め
て
教
会

全
体
で
行
う
こ
と
で
あ
り
、
昔
所

属
の
教
会
牧
師
と
一
緒
に
信
徒
宅

を
回
っ
た
」
と
、
思
い
出
を
語
ら

れ
た
。

芦
屋
聖
マ
ル
コ
教
会
の
山
本
眞

司
祭
は
、
２
０
０
８
年
に
日
本
聖

公
会
の
定
期
総
会
で
出
さ
れ
た
３

つ
の
提
言
と
、
そ
の
後
２
０
１
１

年
３
月
11
日
に
起
こ
っ
た
東
日
本

大
震
災
と
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
災
害
は
命
に
対
し
て
重
大
な

犠
牲
と
被
害
を
も
た
ら
し
た
こ
と

に
ふ
れ
ら
れ
た
。
聖
公
会
信
徒
の

減
少
、
聖
職
者
の
不
足
、
教
会
建

物
の
老
朽
化
を
三
重
苦
と
い
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
の
思
い
が
北
海

道
教
区
の
女
性
の
一
言
で
覆
っ
た

こ
と
を
話
さ
れ
た
。

チ
ャ
プ
レ
ン
岩
城
聰
司
祭
は
管

区
宣
教
協
議
会
の
西
原
廉
太
司
祭

の
講
演
か
ら
、
ア
ン
グ
リ
カ
ン
・

コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
の
「
宣
教
の
５
指

標
」
を
一
本
の
ロ
ー
プ
の
よ
う
に

し
っ
か
り
と
よ
り
あ
わ
せ
る
に
は

ケ
リ
ュ
グ
マ=

伝
道
、
デ
ィ
ア

コ
ニ
ア=

奉
仕
、
マ
ル
ト
ゥ
リ

ア=

証
し
、
レ
イ
ト
ゥ
ル
ギ
ア

=

礼
拝
・
祈
り
、
コ
イ
ノ
ニ
ア

=

交
わ
り
の
そ
れ
ぞ
れ
が
必
要
だ

と
力
説
さ
れ
た
。
ま
た
ウ
ェ
ー
ル

ズ
聖
公
会
の
宣
教
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ

い
て
説
明
さ
れ
た
。

大
西
主
教
は
会
の
ま
と
め
と
し

て
若
い
人
の
力
は
す
ば
ら
し
い
、

聖
公
会
が
力
を
つ
け
て
い
く
に
は

若
い
人
の
力
を
ど
ん
ど
ん
出
し
て

も
ら
い
今
の
大
人
達
を
ひ
っ
ぱ
っ

て
元
気
づ
け
て
欲
し
い
と
思
い
を

打
ち
明
け
ら
れ
た
。

第
二
部
は
宇
野
豊
実
行
委
員
長

の
司
会
進
行
の
も
と
に
懇
親
会
が

開
か
れ
た
。
川
口
基
督
教
会
婦
人

会
の
方
々
の
手
作
り
お
で
ん
を
一

同
美
味
し
く
い
た
だ
き
な
が
ら
和

気
藹
々
の
う
ち
に
終
了
し
た
。
当

日
の
信
施
金
３
０
，
７
５
０
円
は

東
北
教
区
主
教
座
聖
堂
建
築
の
た

め
に
献
げ
ら
れ
た
。

（
す
ず
き　

け
ん
じ　

尼
崎
聖
ス

テ
パ
ノ
教
会
信
徒
）

常
置
委
員
会
報
告

10
月
22
日(

第
11
回
定
例
会
）

11
月
14
日(

第
12
回
定
例
会
）

Ⅰ
．
協
議
事
項

＊
奥
村
・
千
松
・
古
澤
3
執
事
に

管
区
共
通
聖
職
試
験
（
２
０
１

３
・
３
／
５
〜
３
／
７
）
を
受

け
さ
せ
た
い
、
ま
た
同
じ
時
に

義
平
雅
夫
聖
職
候
補
生
の
執
事

試
験
も
実
施
し
た
い
旨
の
主
教

諮
問
が
あ
り
了
承
し
た
。

＊
成
岡
宏
晃
聖
職
候
補
生
志
願
者

は
２
０
１
３
／
１
／
１
付
で
聖

職
候
補
生
に
認
可
す
る
と
の
主

教
報
告
を
了
承
し
た

＊
大
阪
教
区
と
京
都
教
区
の
協
働

及
び
合
併
に
関
す
る
検
討
委
員

会
中
間
報
告
（
案
）
に
つ
い
て

確
認

＊
大
阪
教
区
成
立
90
周
年
記
念
礼

拝
の
日
程
を
、
２
０
１
３
年
11

月
４
日
（
月
）
に
決
定

＊
第
１
０
８
（
定
期
）
教
区
会
へ

提
出
議
案
に
つ
い
て
確
認
、
協

議
し
た

Ⅰ
．
主
教
報
告

ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・
ウ
エ
ル
ビ
ー

主
教
（[Justin W

elby]

ダ
ラ
ム

の
主
教　

56
歳
）
が
第
１
０
５
代

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
に
選
ば
れ

た
。
２
０
１
１
年
に
主
教
に
按
手

さ
れ
て
い
る
。
着
座
式
２
０
１
３

年
３
月
21
日
の
予
定

Ⅱ
．
協
議
事
項

＊
２
０
１
２
年
日
本
聖
公
会
宣
教

協
議
会｢

い
の
ち
、
尊
厳
限
り

な
い
も
の｣

〜
宣
教
す
る
共
同

体
の
あ
り
よ
う
を
も
と
め
て
〜

日
本
聖
公
会
〈
宣
教
・
牧
会
の

10
年
〉
提
言
を
各
教
会
で
全
信

徒
に
配
布
し
、
礼
拝
後
な
ど
に
、

全
員
で
読
む
時
間
を
持
つ
よ
う

教
役
者
に
依
頼
す
る

＊
教
区
事
務
所
主
事
の
選
考
と
、

同
職
員
勤
務
形
態
の
確
定
、
及

び
同
職
員｢

就
業
規
程｣

の
新

設
に
つ
い
て
教
務
局
よ
り
提
案

あ
り
検
討
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○
大
阪
聖
パ
ウ
ロ
教
会

　
　

ア
ブ
ラ
ハ
ム　

浅あ
さ

田だ　

憲け
ん

治じ

（
10
月
19
日
）

○
聖
ガ
ブ
リ
エ
ル
教
会

　
　

テ
モ
テ 

宮み
や

本も
と　

尚た
か

亮あ
き

（
10
月
21
日
）

○
堺
聖
テ
モ
テ
教
会

　
　

グ
レ
ー
ス 

近こ
ん

藤ど
う

嘉か

代よ

子こ

　
　

ラ
フ
ァ
エ
ラ　

松ま
つ

井い

実み

千ち

代よ

　
　

マ
リ
ア 

望も
ち

月づ
き　

妙み

夏な
つ

　
　

ア
ン
デ
レ 

望も
ち

月づ
き　

祥た
だ

裕ひ
ろ

（
11
月
８
日
）

○
西
宮
聖
ペ
テ
ロ
教
会

　
　

マ
リ
ヤ 

柴し
ば

田た　

吉よ
し

子こ

（
９
月
21
日
・
94
歳
）

○
芦
屋
聖
マ
ル
コ
教
会

　
　

ア
グ
ネ
ス 

今い
ま

森も
り　

道み
ち

子こ

（
10
月
11
日
・
60
歳
）

魂
の
平
安
を

祈
り
ま
す

○
西
宮
聖
ペ
テ
ロ
教
会

　
　

ハ
ン
ナ 

北き
た

川が
わ　

優ゆ

里り

（
11
月
12
日
・
59
歳
）

○
大
阪
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会

　
　

ル
デ
ヤ 

江え

本も
と　

千ち

代よ

（
11
月
25
日
・
99
歳
）

教区関係教役者

逝去者記念聖餐式
◇ 1月9日（水）10：30～
於：主教座聖堂（川口基督教会）
説教者　ペテロ　岩城　聰 司祭
  １日　宣教師　ヘンリー・ラニング（1917  米）
　　　司　祭　デイビッド・マーシャル・ラング（1946  英）
　　　司　祭　ウイリアム・ロイストン・グレイ（1950  英）
  ３日　主　教　ウイリアム・オードリー（1910  英）
　　　司　祭　河

かわい
合　尭

ぎょう
三
ぞう
（1939）

１２日　司　祭　ヨセフ　側
そば
垣
がき
　基

もと
雄
お
（1965）

　　　司　祭　ギデオン　小
お
川
がわ
　博
ひろ
司
し
（2002）

１３日　伝道師　三
み
木
き
　八

や
十
そ
五
ご
郎
ろう
（1918）

１５日　司　祭　パーシー･A･スミス（1960  米）
　　　伝道師　寺

てら
本
もと
　房

ふさ
吉
きち
（1960）

１９日　司　祭　ペテロ　宇
う
野
の
　秀
ひで
太
た
郎
ろう
（1944）

　　　主　教　アーサー･リー（1958  英）
　　　伝道師　今

いま
泉
いずみ
　頴

えい
子
こ
（1970）

２０日　司　祭　ヒカル　柳
やなぎ
原
はら
　光
ひかる
（1994）

２１日　司　祭　久
ひさ
永
なが
　光
みつ
雄
お
（1937）

２２日　主　教　ペテロ　松
まつ
本
もと
　寛
かん
一
いち
（1980）

２５日　執　事　卜
うら
部
べ
　徳
とく
太
た
郎
ろう
（1933）

２7日　司　祭　サムエル　久
く
保
ぼ
　道
みち
則
のり
（2011）

３０日　執　事　バルナバ　寺
てら
沢
さわ
　久
ひさ
吉
きち
（1945）

  ？日　司　祭　山
やま
下
した
　有
あり
任
とう
（1903）

◇ 2月20日（水）10：30～
於：主教座聖堂（川口基督教会）
説教者　ジョージ　林　正樹 司祭
  １日　宣教師　エルザ ･M･キーン（1949  英）
  ３日　司　祭　トマス　佐

さ
藤
とう
　時
とき
雄
お
（1989）

  ５日　司　祭　バークレー・フォーウェル・バクストン（1946  英）
  ８日　宣教師　フランシス・エドワード・ハモンド（1932  英）
１０日　司　祭　祖

そ
山
やま
　達
たつ
三
ぞう
（1941）

　　　司　祭　皆
みな
川
がわ
　晃
あき
雄
お
（1952）

　　　宣教師　フローレンス・マリアン・ファジル（1956  英）
１３日　伝道師　マリア　奥

おく
田
だ
　ヤス子

こ
（1949）

１４日　司　祭　J･ハミルトン・クィンビー（1882  米）
１６日　司　祭　ステパノ　久

く
保
ぼ
　登

と
知
ち
雄
お
（1981）

１７日　司　祭　ジョージ・ヘンリー・ポール1929  英）
１９日　伝道師　小

お
橋
ばし
　かつえ（1964）

２０日　司　祭　ヨセフ　松
まつ
岡
おか
　安
やす
立
たつ
（1972）

＊ 教役者逝去記念聖餐式は、毎月第２水曜日午前 10 時
30 分から、川口基督教会で行われます。ご関係の有
無にかかわらず、どうぞ自由にご出席ください。なお、
昼食の準備はなく、茶菓のみの提供となります。

※
10
月
21
日
発
行
の
教
区
報
第
４

２
７
号
の
訂
正
は
次
の
通
り
で
す
。

２
頁
５
段
目
９
行
目

（
誤
）
大
阪
聖
ペ
テ
ロ
教
会

（
正
）
大
阪
聖
パ
ウ
ロ
教
会

主
の
ご
降
誕
を
お
祝
い
し
ま
す
。
教
区
報
第
４
２
８
号

が
予
定
通
り
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
無
事
発
行
で
き
ま

し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

京
都
教
区
と
の
協
働
に
つ
い
て
の
連
載
も
予
定
通
り
今

回
で
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
次
号
か
ら
は
新
た
な
企
画
を

広
報
委
員
会
メ
ン
バ
ー
で
検
討
中
で
す
。
ご
期
待
く
だ
さ

い
。
新
た
な
年
も
ど
う
か
健
康
に
守
ら
れ
て
良
い
年
に
な

り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。

（
司
祭　

ジ
ョ
ー
ジ
）

次号・第429号 発行予定
2013年2月17日（日）大斎節第１主日

11
頁
４
段
目
29
行
目

（
誤
）
東
豊
中
聖
ミ
カ
エ
ル
教

（
正
）
東
豊
中
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

教
区
報
第
４
２
７
号
訂
正

編
集
後
記


